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研究成果の概要（和文）：スペイン語圏の通信社が配信するニュース記事を、配信と同時にリアルタイムで収集するシ
ステムと、収集した記事を自然言語処理技術を用いて自動的にコード化するプログラムを開発した。実用的な政治・経
済・社会的事件の通時データベースを作成するという長期的目標の達成には至っていないが、学会発表と論文発表を積
極的に行った。特筆すべきは、そのインパクトが、言語情報学、言語学、中南米地域研究、政治学、社会学など多くの
学術分野に及んでいることである。アメリカ、チリ、スペイン、イタリアなどへ赴き国際学会で頻繁に発表を行い、ま
た、研究成果発表の大部分を英語とスペイン語で行っているため、国際的な認知度は非常に高い。

研究成果の概要（英文）：We have developed a software program which collects, on a real-time basis, news ar
ticles published by major news agencies in Latin America. By employing natural language processing techniq
ues, we have also created a software program which assigns syntactical and semantic tags to the texts auto
matically. Our ultimate goal is to generate a chronological database of political, social, and economic ev
ents worldwide. While our software programs have not produced such a database of practical use yet, we hav
e already made a major impact through our presentations and publications in a variety of academic fields s
uch as linguistics, language and information sciences, Latin American studies, political science, and soci
ology. Our project's international visibility is quite high because our journal articles and presentations
 are mostly in English or Spanish and we have participated rather aggressively in international conference
s in countries such as the United States, Chile, Spain, and Italy.
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１．研究開始当初の背景 
（１）国際関係論や政治学では、多数の犠牲
者を生みかねない暴動や抗争を未然に防ぐ
ために、その発生を予測するシステムの開発
努力が続けられてきた。しかし、既存のシス
テムの多くは、民族・宗教的多様性、社会経
済格差、経済発展レベル、政治体制の特徴な
ど、「静的で構造的な変数」を用いているた
め、暴動が勃発するタイミングを予測できな
いという欠点があった。本研究は、政治社会
学や社会運動論の分野で近年有力になって
きた「動的な政治過程」に着目するアプロー
チを予測システムに取り入れることで、この
理論的限界を克服していく。具体的には、暴
動や内乱が勃発する過程に頻繁に生じる「イ
ベント」（政治・経済・社会的事件）を特定
することによって、暴動や紛争の勃発を予期
する精度を高めようというのである。 
 
（２）動的アプローチを用いて将来を予測す
るためには、現在起きているイベントの情報
をリアルタイムで入手し、即座に分析する必
要がある。既存のシステムは、手作業で情報
収集を行うため分析までに時間がかかりす
ぎていた。この問題を解決するため、ロイタ
ー通信が配信する記事を自動コード化する
システムが考案されてきた。しかし、このシ
ステムには、①英語の記事しか扱えない、②
ロイター通信の記事しか扱えない、③イベン
トの起きた場所やイベントの主な争点をう
まく抽出できないなどの限界があり、実用的
なデータだとはいえなかった。有用なイベン
ト・データベースを構築することは急務であ
った。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究の目的は、スペイン語圏の通信
社が配信するニュース記事を、配信と同時に
リアルタイムで自動コード化するプログラ
ムを開発し、政治・経済・社会的事件の通時
データベースを作成することである。将来、
社会学、言語学、政治学、国際関係論、マス・
メディア論など様々な学術分野の研究に利
用できるようなデータベースの構築を目指
した。 
 
（２）さらに、このデータベースを活用して、
世界各地の暴動、民族浄化、集団虐殺、内戦
などの「政治的暴力」の発生を予測する。政
治社会学者と応用言語学者の共同研究によ
り、紛争予防のための政策決定に貢献する画
期的なシステムを開発する。 
 
３．研究の方法 
研究方法は、①自動記事収集システム開発、
②自動コード化ソフトウエア開発、③イベン
ト・データ解析の 3つの作業から成る。 
 
（１）自動記事収集システムは、インターネ
ット上に公開されたスペイン語圏各国の主

要な通信社が配信する記事を自動的に収集
して「記事データベース」に保存するシステ
ムである。記事の形式は通信社によって異な
るため、<headline> <leadParagraph>等の共
通のタグを付けて保存し、以後の作業にて同
一手順で扱えるようにする。 
 
（２）自動コード化ソフトウエアとは、（１）
で作成した記事データベースに収集された
配信記事を自動解析して、「イベント・デー
タベース」を作るためのソフトウエアである。
様々な自然言語処理 (Natural Language 
Processing: NLP)技術を適用し、記事テキス
トから「①いつ(日時)、②どこで(場所)、③
だれが(アクター)、④だれに対して(ターゲ
ット)、⑤なぜ(問題)、⑥なにをした(行動)」
という６つのイベント要素を抽出し、データ
化する。これにより、どのアクターとターゲ
ットが対立もしくは協力していたか、どのア
クターがどのような行動戦略を用いていた
か、どのような問題がどのターゲットに向け
られていたか等、政治・社会集団間の関係を
示す情報を数値化することが可能になる。人
と人、集団と集団の関係を研究する社会科学
にとって、このデータの有用性が飛躍的に高
まる。 
 
（３）このイベント・データベースを解析し
て、政治的暴力予測モデルを作成する。過去
に多大な人的被害を引き起こした紛争・暴動
に関する先行研究をもとに、どのイベントが、
どういう順序で起きると、暴動を引き起こす
確率が上がるかを調べる。予測モデルの精度
は、自動コード化ソフトウエアの精度にも依
存するため、今回実用的なモデルを構築する
のは困難であるが、将来の実用的モデルの基
礎となるものを今回の研究期間内に作成す
る。 
 
４．研究成果 
（１）自動記事収集システムの開発。スペイ
ン語圏の国々の主要な通信社の記事を配信
と同時に自動的に収集して記事データベー
スに保存するシステム（ラッパー、wrapper）
を作成した。収集作業を常時自動的に実施す
る必要があるため、サーバーを契約した。
FeedGator ソフトウエアの機能を利用して、
RSS 形式で配信される記事を収集することに
成功した。しかし、通信社によっては頻繁に
エラーを生じるものもあり、その修正や調整
にかなりの労力を費やさなければならない
ことも判明した。さらに、RSS 形式では記事
を配信していない通信社の記事を収集する
ことはできないなどの問題もあった。これら
の限界を鑑みて、今後はオンライン記事の購
入を検討していくこととした。 
 
（２）記事データベースから必要な情報を抽
出し、自動コード化ソフトウエアへ入力する
システムの構築。記事データベースに保存さ



れた配信記事には、各種の HTML タグや不要
な情報が含まれている。不要な情報を取り除
き、文ごとに区切りを入れ、単語やその他の
文字列（トークン、token）を自動的に抽出
するシステムを作成した。この結果をテキス
トファイル形式で保存し、次の自動コード化
ソフトウエアの入力データとする。 
 
（３）自動コード化ソフトウエア（自然言語
処理パイプライン）の開発。自動コード化ソ
フ ト ウ エ ア 開 発 に は 、 information 
extraction など様々な自然言語処理技術を
応用した。スペイン語言語情報処理学の専門
家の上田とルイズ・ティノコ、そして、自然
言語処理学を専門とする博士課程院生が中
心となって、Linux 上で開発を進めた。具体
的には、主に以下の４つの作業を実施し、こ
れらを「自然言語処理パイプライン」として
連結することで、自動コード化を図った。 
①入力テキストデータに、スペイン語の品詞
タグ（名詞、動詞、形容詞など）を自動的に
付 与 す る 品 詞 タ グ 付 ソ フ ト （ Spanish 
Part-Of-Speech Tagger）を作った。 
②品詞タグが付与されたテキストに、スペイ
ン語の活用形や男性形・女性形などの形態素
解析を行い、タグを付与する形態素タグ付き
ソフト（Spanish Morphological Tagger）を
作成した。 
③上記のタグ付きテキストをインプットと
し て 、 ス ペ イ ン 語 構 文 解 析 （ Spanish 
Syntactic Parsing）を行うソフトを作成し
た。これにより、主語、述語、目的語など、
文章の中で各単語が果たす文法的役割を特
定し、文法タグを付与できることになった。 
④上記の文法タグが付与されたテキストを
インプットとして、さらに述語との意味関係
を分類してタグを付与する意味役割ラベリ
ング（Semantic Role Labeling）ソフトを作
成した。イベントの 6つの要素の中で中心的
な意味を持つ「行動（なにをした）」に関す
る情報が述語によって表現されている文章
であれば、この意味役割タグを活用すること
で、イベントの他の要素に関する情報も特定
できる可能性を開いた。 
 
（４）自動コード化ソフトウエア開発の今後
の展望。現段階の自動コード化ソフトウエア
は、「行動（なにをした）」に関する情報が述
語によって表現されている文章であれば、そ
れ以外の要素を特定できる可能性が高い。し
かし、必ずしも述語によって「行動」が表現
されるとは限らない。たとえば、「労働者の
ストライキが勃発した」という文の場合、述
語は「勃発した」であるが、行動を示してい
るのは「ストライキ」という名詞である。名
詞で行動が表現されている場合、様々なパタ
ーンでアクターやターゲットが示されるた
め、このパターンを解析しなければならない。
現在機械学習（Machine Learning）法を導入
して、この開発を進めているが、コード化の

精度を高めるためには、行動・アクター・タ
ーゲットを正しく特定した「正解例」を用意
して、コンピュータ・プログラムに学習させ
る必要がある。正解例を大量に作成するため
に、人海戦術を用いる必要があり、その作業
を行うためのインターフェイスは作成済で
ある。今後は、大学院生を雇用して機械学習
作業を進めたいと考えている。 
 
（５）イベント・データの解析手法の開発。
自動コード化ソフトウエアによるイベン
ト・データベースが実用段階には至っていな
いため、既存のイベント・データを利用して、
解析方法を模索し、いくつかのモデルを作成
した。例えば、アメリカ社会学会で発表した
論文（学会発表の⑥）は、18-19 世紀イギリ
スのイベント・データを用いて、暴力的な行
動を予測しようとしたものである。具体的に
は 、 ア ソ シ エ ー シ ョ ン ・ ル ー ル 分 析
（Association Rule Analysis）を用いて、
暴力的な行動の前に頻繁に行われている行
動パターンを発見することで、予測に役立て
ようと試みた。 
 
（６）国内外における位置づけとインパクト。
「日々のニュースを正確にコード化したイ
ベント・データベースを提供する」「暴動の
リスクが高い場所を的確に予測し紛争の予
防に貢献する」といった究極の目標を達成す
る形で国内外に貢献する段階にはまだ至っ
ていないが、この研究プロジェクトの過程で
多大なインパクトを内外に及ぼすことがで
きた。とくに、自動コード化ソフトウエア開
発過程で習得した自然言語処理をはじめと
する技術を応用して、学会発表と論文発表を
積極的に行った。特筆すべきは、そのインパ
クトが、ひとつの学術分野にとどまらず、言
語処理学、言語学、ラテン・アメリカ地域研
究、政治学、社会学など多くの分野に及んで
いることである。そして、研究成果発表の大
部分を英語とスペイン語で行い、積極的にア
メリカ、チリ、スペイン、イタリアなどへ赴
き国際学会で発表を行っているため、国際的
な認知度（Visibility）は非常に高いといえ
る。 
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